
必要があれば，原子量は次の値を使うこと。

H １．０ N １４ O １６ Na ２３

第１問 次の問い（問１～７）に答えよ。（配点 ２５）

問 １ 原子およびイオンの電子配置に関する記述として誤りを含むものを，次の

�～�のうちから一つ選べ。 １

� 炭素原子 Cの K殻には，�個の電子が入っている。

� 硫黄原子 Sは，�個の価電子をもつ。

� ナトリウムイオン Na＋の電子配置は，フッ化物イオン F－の電子配置と

同じである。

� 窒素原子 Nの最外殻電子の数は，リン原子 Pの最外殻電子の数と異な

る。

化 学 基 礎
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― １８ ― （２１０７―１８）



問 ２ 周期表の�～１８族・第�～第�周期までの概略を図�に示した。図中の太

枠で囲んだ領域ア～クに関する記述として誤りを含むものを，下の�～�のう

ちから一つ選べ。 ２

ア

イ ウ

エ オ

カ
キ ク

族

周
期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

1

2

3

4

5

図 �

� アとイとウは，すべて典型元素である。

� エは，すべて遷移元素である。

� オは，すべて遷移元素である。

� カは，すべて典型元素である。

� キとクは，すべて典型元素である。

化学基礎
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問 ３ 分子全体として極性がない分子を，次の�～�のうちから二つ選べ。ただ

し，解答の順序は問わない。 ３ ・ ４

� 水 H２O � 二酸化炭素 CO２ � アンモニア NH３

� エタノール C２H５OH � メタン CH４

化学基礎
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問 ４ 純物質の状態に関する記述として誤りを含むものを，次の�～�のうちから

一つ選べ。 ５

� 液体では，沸点以下でも液面から蒸発がおこる。

� 気体から液体を経ることなく直接固体へ変化する物質は存在しない。

� 気体では，一定温度であっても，空間を飛びまわる速さが速い分子や遅い

分子がある。

� 分子結晶では，分子の位置はほぼ固定されているが，分子は常温でも常に

熱運動（振動）をしている。

化学基礎
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問 ５ 水道水を蒸留するために，次の手順Ⅰ・Ⅱにより，図�のように装置を組み

立てた。

手順Ⅰ 蒸留で得られる成分の沸点を正しく確認するために，穴をあけたゴム

栓に通した温度計を枝付きフラスコに取り付け，温度計の下端部（球部）の位

置を調節した。

手順Ⅱ 留出液（蒸留水）を得るために，受け器の三角フラスコを持ち上げてア

ダプターの先端を差し込んで，三角フラスコの下に台を置いた。

温度計

穴をあけたゴム栓

沸騰石

水道水

冷却水

リービッヒ冷却器

台

アダプター

三角フラスコ

枝付きフラスコ

図 �
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手順Ⅰに関する注意点（ア～ウ）および手順Ⅱに関する注意点（エ・オ）につい

て，最も適当なものの組合せを，下の�～�のうちから一つ選べ。 ６

【手順Ⅰに関する注意点】

ア 温度計の下端部を，水道水の中に差し込む。

イ 温度計の下端部を，水道水の液面にできるだけ近づける。

ウ 温度計の下端部を，枝付きフラスコの枝の付け根の高さに合わせる。

【手順Ⅱに関する注意点】
はく

エ アダプターと三角フラスコの間を，アルミニウム箔で覆うが密閉はしな

い。

オ アダプターの先端を穴のあいたゴム栓に通し，三角フラスコに差し込んで

密閉する。

手順Ⅰに関する
注意点

手順Ⅱに関する
注意点

� ア エ

� ア オ

� イ エ

� イ オ

� ウ エ

� ウ オ
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問 ６ ある量の塩化カルシウム CaCl２と臭化カルシウム CaBr２を完全に溶かした

水溶液に，十分な量の硫酸ナトリウム Na２SO４水溶液を加えると８．６gの硫酸

カルシウム二水和物 CaSO４・２H２O（式量１７２）の沈殿が得られた。水溶液中の

臭化物イオンの物質量が０．０２４molであったとすると，溶かした CaCl２の物質

量は何molか。最も適当な数値を，次の�～�のうちから一つ選べ。ただ

し，水溶液中のカルシウムイオンはすべて CaSO４・２H２Oとして沈殿したもの

とする。 ７ mol

� ０．００２ � ０．０１９ � ０．０２６ � ０．０３８ � ０．０５１
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問 ７ 生活に関わる物質の記述として下線部に誤りを含むものを，次の�～�のう

ちから一つ選べ。 ８

� 二酸化ケイ素は，ボーキサイトの主成分であり，ガラスやシリカゲルの原

料として使用される。

� 塩素は，殺菌作用があるので，浄水場で水の消毒に使用されている。

� ポリエチレンは，炭素と水素だけからなる高分子化合物で，ポリ袋などに

用いられる。

� 白金は，空気中で化学的に変化しにくく，宝飾品に用いられる。

化学基礎
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第２問 次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２５）

問 １ 塩素 Clには質量数が３５と３７の同位体が存在する。分子を構成する原子の

質量数の総和をMとすると，二つの塩素原子から生成する塩素分子 Cl２に

は，Mが７０，７２，および７４のものが存在することになる。天然に存在するす

べての Cl原子のうち，質量数が３５のものの存在比は７６％，質量数が３７の

ものの存在比は２４％である。

これらの Cl原子�個から生成する Cl２分子のうちで，Mが７０の Cl２分子の

割合は何％か。最も適当な数値を，次の�～�のうちから一つ選べ。

９ ％

� ５．８ � １８ � ２４

� ３６ � ５８ � ７６

問 ２ モル濃度が０．２５mol/Lの硝酸ナトリウム NaNO３水溶液が２００mLある。こ

の水溶液に NaNO３を加え，水で希釈することにより，０．１２mol/Lの NaNO３

水溶液５００mLを調製したい。加える NaNO３の質量は何 gか。最も適当な数

値を，次の�～�のうちから一つ選べ。 １０ g

� ０．８５ � ５．１ � ６．０ � ９．４ � １５
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問 ３ 水溶液 A１５０mLをビーカーに入れ，水溶液 Bをビュレットから滴下しなが

ら pHの変化を記録したところ，図�の曲線が得られた。水溶液 Aおよび B

として最も適当なものを，下の�～�のうちから一つずつ選べ。

A １１ ・B １２

水溶液　B　の滴下量[mL]

pH

0 5 10 15 20 25 30
0

2

4

6

8

10

12

14

図 �

� ０．１０mol/L塩酸

� ０．０１０mol/L塩酸

� ０．００１０mol/L塩酸

� ０．１０mol/L酢酸水溶液

� ０．０１０mol/L酢酸水溶液

	 ０．００１０mol/L酢酸水溶液


 ０．１０mol/L水酸化ナトリウム水溶液

� ０．０１０mol/L水酸化ナトリウム水溶液

� ０．００１０mol/L水酸化ナトリウム水溶液

化学基礎

― ２７ ― （２１０７―２７）



問 ４ 次に示す０．１mol/L水溶液ア～ウを pHの大きい順に並べたものはどれか。

最も適当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。 １３

ア NaCl水溶液

イ NaHCO３水溶液

ウ NaHSO４水溶液

� ア＞イ＞ウ � ア＞ウ＞イ � イ＞ア＞ウ

� イ＞ウ＞ア � ウ＞ア＞イ � ウ＞イ＞ア

問 ５ 化学電池（電池）に関する記述として誤りを含むものを，次の�～�のうちか

ら一つ選べ。 １４

� 電池の放電では，化学エネルギーが電気エネルギーに変換される。

� 電池の放電時には，負極では還元反応が起こり，正極では酸化反応が起こ

る。

� 電池の正極と負極との間に生じる電位差を，電池の起電力という。

� 水素を燃料として用いる燃料電池では，発電時（放電時）に水が生成する。

化学基礎
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問 ６ 金属の溶解を伴う反応に関する記述として正しいものを，次の�～�のうち

から一つ選べ。 １５

� 硝酸銀水溶液に鉄くぎを入れると，鉄が溶け，銀が析出する。

� 硫酸銅（Ⅱ）水溶液に亜鉛板を入れると，亜鉛が溶け，水素が発生する。

� 希硝酸に銅板を入れると，銅が溶け，水素が発生する。

� 濃硝酸にアルミニウム板を入れると，アルミニウム板が溶け続ける。

化学基礎
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問題と解答は、独立行政法人　大学入試センターホームページより転載しています。
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